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 ホメオボックス転写調節遺伝子Dlx遺伝子群は進化的に新しく獲得された形質の発生に
関わることが多く、新機能獲得を伴う動物の発生進化を考える上で、どのように新規発現
を獲得してきたのかを研究する対象として非常に興味深い遺伝子である。私たちはエンハ
ンサー新規発現獲得による進化過程を明らかにするため、ゲノム編集技術により進化を
模倣した変異を導入することによりマウスDlx遺伝子群TAD領域内の機能エレメントのin 
vivoでの機能解析を進めている。これまでの機能解析の結果を踏まえて、液液相分離モ
デルを想定した発生調節遺伝子の発現制御機構とその進化を議論する。 

どなたでも聴講可能です 


